
  

胃Ｘ線フィルム読影委員会 委員長 関 裕 史

令和元年度胃がん直接施設検診成績

令和元年度の新潟市胃がん検診の結果を報告
する。

1 ɽңがんݕ診の૯ड診ऀ਺・Χόー཰のਪҠ
（表 1）

カバー率は、前年度21.5％から本年度9.7%へ
と減少した。令和元年度から内視鏡検診が 2 年
に 1 回の受診となり、内視鏡検診件数が前年度
43,499件から本年度27,615件となったことが影
響している。

2 ɽң௚઀ࢪઃݕ診の成੷
1 ）施設検診の年齢層別成績（表 2、図 1）
総受診者数は11,971例で、60歳以上が86.3%

（10,328/11,971）である。60歳以上の比率は前
年と同等であった。

Ｘ線直接検診受診者数は、前年度に比べ81例
（0.7%）増加した。70－74歳の年齢層で受診者

数が前年度2,568例から本年度3,014例に増え、
総数で前年度より若干の増加となった。要内視
鏡率は5.4%（642/11,971）、内視鏡受診率は
85.2%（547/642）であった。前年度に比べ、要
内視鏡例の内視鏡受診率は横ばいであった。

内視鏡による精密検査結果は、発見胃がん26
例、0.22%で、早期がん21例、早期がん率84.0%

（21/25）であった。発見胃がん率は、前年の平
成30年度0.29%からはやや低下したが、平成28
年度と29年度の0.23%と同等の結果であった。
早期がん率は、前年度79.4％から上昇している。
その他は、ポリープ64例、消化性潰瘍97例、腺
腫 8 例、粘膜下腫瘍21例、十二指腸ポリープ 2
例、食道癌 2 例、異常なし250例であった。

2 ）年齢層別の発見胃がん（表 3）
60歳以上の症例を 5 年きざみの年齢層別に発

見胃がんを集計した。胃がん発見率は、60－64

表 1 ৽ׁࢢのңがんݕ診૯ड診ऀ਺とΧόー཰のਪҠ
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4 ）初回・再診別成績（表 5）
初回受診者群の胃がん発見率は0.37%、再診

者群では0.18%であった。早期がん率は、初回
受診者群75.0%、再診者群88.2%であった。

5 ）受診形式と発見率（表 6）
胃がん発見率は、3 年連続受診群、不定期群、

初回群で高く、隔年群、 4 年連続受診群、 2 年
連続受診群では低かった。早期がん率は、 3 年
連続受診群、不定期群で高く、隔年群で低かっ
た。特定の傾向はみられない。

6 ）発見胃がんの最終検診歴と検診方法（表 7）
発見胃がん例の最終検診歴を見ると、初回群

8 例、 1 年前群17例、 2 年前群 1 例、 3 年前群

0 例であった。 1 年前群の最終検診方法は直接
Ｘ線14例、間接Ｘ線 2 例、内視鏡 1 例、 2 年前
群では内視鏡 1 例であった。

7 ）偽陰性例・前年検診受診症例の検討（表 8）
久道の定義による偽陰性例、すなわち、発見

胃がんのうち前年受診時に異常を指摘されな
かった17例についてみると、内訳は、進行がん
2 例、早期がん14例、深達度不明がん 1 例で
あった。前年度に要精検となっていた進行がん
1 例は、精検未受診の症例である。前年検診
時、全例ダブルチェックされていた。

この17例のうち11例が胃がんフィルム検討会
でretrospectiveに検討された。この中で、振り
返って前年度のフィルム上で病変を指摘できた

受診者数

（Ａ） 進 行 早 期 深達度不明

6

㻔Ｂ/Ａ㻕 6.8% 㻔Ｃ/Ｂ㻕 84.8% 㻔Ｄ/Ａ㻕 0.37% 75.0%

15

㻔Ｂ/Ａ㻕 5.0% 㻔Ｃ/Ｂ㻕 85.4% 㻔Ｄ/Ａ㻕 0.18% 88.2%

21

㻔Ｂ/Ａ㻕 5.4% 㻔Ｃ/Ｂ㻕 85.2% 㻔Ｄ/Ａ㻕 0.22% 84.0%
1ྜ 計 11,971

642 547 26
4

1

෌ 診 9,567
478 408 17

2

ึ ᅇ 2,404
164 139 9

2

要内視鏡 内視鏡受診者 発 見 胃 が ん

（Ｂ） （Ｃ） 総数（Ｄ）

表 5 ॳճ・࠶診ผ成੷

表 6 ड診ࣜܗと発見཰

┤᥋ 内視鏡 㛫᥋ ┤᥋ 内視鏡 㛫᥋ ┤᥋ 内視鏡 㛫᥋

進行がん 1 1

早期がん 12 2 1

深達度不明がん 1

計 0

䛺し（ึᅇ）
1ᖺ๓（3㻜ᖺ度） 2ᖺ๓（2㻥ᖺ度） 3ᖺ๓（28ᖺ度）

       

2

6

8 17 1

表 7 発見ңがんの࠷ऴݕ診歴とݕ診方法

⏨ ዪ ⏨ ዪ ⏨ ዪ ⏨ ዪ ⏨ ዪ ⏨ ዪ

進行がん 1 1 1 1

早期がん 4 2 1 2 1 8 2 1

深達度不明がん 1

がん/受診者数 5/1060 3/1344 2/571 0/540 3/545 1/524 8/2801 1/2748 0/417 0/567 2/367 1/487

発見率 0.47% 0.22% 0.35% 0.55% 0.19% 0.29% 0.04% 0.54% 0.21%

がん/受診者数

発見率

早期がん率

視鏡 㛫᥋ 内視鏡 㛫᥋ 内視鏡 㛫᥋

がん

100.0%

ᖺ 3㻜ᖺ度） ᖺ๓（2㻥ᖺ度）

75.0% 50.0% 100.0% 88.9%

䠆 ึᅇ䛿3ᖺ௨ୖ受診Ṕ䛺し

0.35%

㝸ᖺ 不ᐃ期

8/2404 2/1111 4/1069 9/5549 0/984 3/854

䠐ᖺ㐃⥆

0.33% 0.18% 0.37% 0.16%

       
䛺し（ึᅇ） 䠎ᖺ㐃⥆ 䠏ᖺ㐃⥆

2

     



  

症例が 1 例、9.1%にみられ、発見時には進行が
んであった。前年度の画像では病変を明確には
指摘できなかった症例が10例、90.9%にみられ、
発見時は全例早期がんであった。

8 ）読影形式別成績（表 9）
シングルチェック機関の103例のうち、要内

視鏡は30例、29.1%で、内視鏡受診は28例、
93.3%、ダブルチェック機関の11,868例のうち、
要内視鏡は612例、5.2%で、内視鏡受診は519例、
84.8%であった。

シングルチェック機関では発見胃がんはな
かった。ダブルチェック機関では26例、0.22%

に胃がんが発見され、早期がん率は84.0%だっ
た。対内視鏡受診者の発見率は、ダブルチェッ
ク機関では5.01%であった。ダブルチェック機
関での発見胃がんの中には、Ｘ線検査で明らか
に悪性病変が認められ、ダブルチェックを経ず
に病院に紹介した症例が 1 例含まれている。

シングルチェック機関は前年度と同様に少数
で、症例数でもダブルチェック症例が99.1%と
大半を占めている。

9 ）ダブルチェック発見胃がんの内容（表10）
主治医が異常なしと判定したがダブルチェッ

クにより拾い上げられた胃がんが 7 例、28.0%

ダブルチェック シングルチェック ␗ᖖ䛺し ᭷ᡤ見精検不要 要精検 要治⒪ + - ±

進行がん 2 2 1 1 1

早期がん 14 14 12 2 11 10

深達度不明がん 1 1 1

計 17 17 0 14 0 3 0 11 1 10 0

๓ᖺ受診
๓ᅇ検診のダブルチェック≧ἣ

⑕౛検討会
♧ ⌧

䈜進行がん๓ᖺ度要精検者の䠍ྡ䛿精検ᮍ受診1ྡ

䈜早期がん๓ᖺ度要精検者䛿内視鏡に䛶៏ᛶ胃⅖1ྡ䚸␗ᖖ䛺し䠍ྡ

       

๓ᖺ検診の⤖ᯝ

     
表 8 ِӄ性

（Ａ）
シングルチェック

機 関

（2） (B/A) 29 1% (C/B) 93.3%
ダブルチェック
機 関

11,868

(81) (99.1%) (B/A) 5.2% (C/B) 84.8%
計

（83機関）
* 至急病院に紹介したシングルチェックを含む

             

11,971

0.22% 84.0% 5.01%

21 1 0.22% 84.0% 4.75%

21

642 547 26 4

1
612 519

26 4

0.00%0.00% 0.00%103
30 28

0

      

受診者数 要内視鏡数 内視鏡受診者
発 見 胃 が ん

総数（Ｄ） 進 行 早 期 深達度不明がん 発見率（Ｄ/Ａ） 早期がん率
対内視鏡受診数の
発見率（Ｄ/Ｃ）（Ｂ） （Ｃ）

 11

表 9 ಡӨࣜܗผ成੷
/ 93

ダブルチェック
1,868

（ ）

主治医‐要精検

検討委員会‐精検不要

進行がん 4

早期がん 20 3

深達度不明がん 1

計 25 3

要内視鏡

病 介 グルチ

7

1

6

3

11

1

15

（シングルチェック1件を除く）

             

件 数

主治医-精検不要

検討委員会‐要内視鏡

両方とも

21
12

6 4

03
30 2

読影形式別成績      

* 11

表10 ダϒϧチΣック発見ңがんの಺༰



  

（ 7 /25）にみられ、進行がんが 1 例、早期がん
が 6 例であった。ダブルチェックの有用性が示
唆される結果である。

3 ɽまとめ
1 ） 胃がん検診のカバー率は9.7%で、前年度よ

り減少しているが、内視鏡検診が 2 年に 1
回の受診となったことが影響している。

2 ） 胃直接施設検診における総受診者数は
11,971例で、年齢層で70－74歳の受診者数
が増え、総数で前年度より若干増加した。
要内視鏡例の内視鏡受診率は85.2%と前年
度とほぼ同等。発見胃がんは26例、0.22%
で前年度からはやや低下したが、平成28、
29年度とほぼ同等。早期がん率は84.0%と
前年度より上昇した。

3 ） 年齢層別の発見胃がん率は、75－79歳の発

見胃がん率が前年度より低下し、80歳以上
の高齢層で高率となった。

4 ） 検診発見胃がんのうちretrospectiveに検討
を行った11例において、振り返って前年度
のフィルム上で病変を指摘できた症例が 1
例、9.1%、病変を明確には指摘できなかっ
た症例が10例、90.9%にみられた。

5 ） ダブルチェック読影形式が浸透し、症例数
割合で99.1%である。施設検診発見胃がん
35例のすべてがダブルチェックで拾い上げ
られた症例で、ダブルチェックによる早期
がん率は84.0%である。また、主治医が異
常なしと判定したがダブルチェックにより
発見された発見胃がんが 7 例、28.0%

（ 7 /25）にみられた。ダブルチェックの有
用性が示されている。




